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議 会 だ よ り
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定例会

定例会報告 P2～ 令和元年度決算
委員会報告 P5～ 認定こども園への移行検討
一般質問 P8～ 今後の財政状況は
追　跡 P17 河川愛護の対応は

私たちONE　TEAMシリーズ P18



　令和２年第３回定例会は、９月１日から25日までの25日間の会期で開かれました。今回の定例
会では、条例関係２件、補正予算７件、令和元年度決算認定８件、人事案件４件、その他５件の
合計26案件を審議しました。慎重審議の結果、全て原案通り「可決・認定・同意」しました。

ふ
る
さ
と
納
税
が
前
年
度
比
約
1.5
倍

歳入
入ったお金

64億395万円
自主財源
74.2%

依存財源
25.8%

町税 
61.0%

分担金及び負担金 1.0%
使用料及び手数料 0.4%
財産収入 0.1%
寄附金 2.9%

諸収入 1.4%

繰入金 4.3%
繰越金 3.1%

国庫支出金 8.5%

町債 2.5%

県支出金 7.7%

地方交付税 0.6%
交付金 5.2% 地方譲与税

0.8%
地方特例交付金

0.5%

民生費
25.9%

衛生費
7.6%

労働費 0.2%農林水産業費 5.8%
商工費 1.5%

歳出
使ったお金

61億8009万円

総務費
14.8%

土木費
10.2%

消防費
4.2%

教育費
11.5%

公債費
9.4%

諸支出金 7.7% 議会費 1.2%

ふるさと納税の寄附額

■返礼品別寄附額の割合

肉
73%

米
12%

その他7%
（野菜・果物他）

日用品8%

※グラフの集計期間は2019年１月～12月

UP!

認
定令和元年度一般会計決算

� 1億8474万円

No.193 議会だより
りゅうおう 2

９月定例会



　
決
算
内
容
に
つ
い
て
は

相
対
的
に
大
き
な
不
用
額

の
あ
る
項
目
が
見
ら
れ
た

が
、
ほ
ぼ
適
正
に
運
営
さ

れ
て
い
る
も
の
と
見
受
け

ま
し
た
。
町
税
や
国
民
健

康
保
険
税
等
の
滞
納
が
依

然
と
し
て
多
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
収
納
率
の
向
上

を
図
ら
れ
る
よ
う
期
待
し

ま
す
。

　
事
務
面
で
は
、
起
案
・

決
裁
・
施
行
の
日
付
の
整

合
性
が
取
れ
て
い
な
い
案

件
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
な
ら
び
に

業
務
の
効
率
化
を
図
ら

れ
、
住
民
福
祉
の
向
上
に

努
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

監
査
委
員
の
審

査
結
果
と
意
見

（
要
旨
）

決
算
審
査
の
主
な
質
疑
応
答

　
　
町
道
用
地
の
除
草
に
つ
い
て

考
え
は
。

問　
　
町
で
管
理
作
業
員
２
名
を
配

置
し
対
応
し
て
い
る
が
、
現
実
的

に
町
が
全
て
対
応
す
る
の
は
難
し

く
地
域
の
協
力
を
得
て
対
応
せ
ざ

る
を
得
な
い
が
整
理
も
必
要
と
考

え
る
。

答�

　
　
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
の

補
助
申
請
が
１
件
の
み
の
理
由
は
。

問　
　
今
年
度
は
申
請
件
数
は
増
え

て
い
る
。
今
後
は
周
知
・
広
報
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

答�

　
　
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
状

況
と
対
応
は
。

問　
　
国
保
税
滞
納
者
は
１
３
４
世

帯
、差
押
は
全
体
で
７
件
あ
っ
た
。

文
書
で
納
付
を
促
し
臨
戸
訪
問
も

し
て
い
く
。

答�　
　
農
村
下
水
道
使
用
料
徴
収
誤

り
に
よ
る
未
収
金
を
今
後
ど
う
す

る
か
。

問　
　
事
業
所
等
に
伺
い
納
付
を
お

願
い
し
て
い
く
。

答�

　
　
勤
労
福
祉
会
館
に
つ
い
て
青

年
団
が
利
用
し
て
い
る
が
、
今�

後
は
。

問　
　
令
和
３
年
度
末
ま
で
に
新
た

な
拠
点
を
探
す
と
聞
い
て
い
る
。

答�

令和元年度の主な事業

・竜王近江牛等特産品発信事業
　�「スキヤキ」というキーワードで町内の特産品や歴史・文化などを総結集させ、生産者・企
業・関係組織・行政が連携して地域資源のPRに取り組みました。

・公共交通対策関連事業
　�路線バスについて業務委託や助成の他、利用促進として通学定期代の半額補助、夜間特別便
の運行を行いました。また新たな移動手段の導入に向けた交通計画を策定しました。

・若者定住のための住まい助成事業および定住化促進事業�
　住宅新築・リフォーム・家賃に対する助成など定住促進に取り組みました。

　農産物ブランド化支援などに取り組んだ農業者に対し報奨金を支払いました。
・魅力ある農業の創生事業

青年団定期大会の様子

� 479万円

� 1994万円

� 1092万円

� 3006万円

議会だより No.193
りゅうおう3

９月定例会



　
　
修
学
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
補
助

金
に
つ
い
て
執
行
す
る
か
分
か
ら
な
い

予
算
を
上
程
す
る
理
由
は
。

問　
　
修
学
旅
行
は
何
と
か
実
施
し
た
い

と
考
え
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
判
断
を
待
ち

た
い
。
た
だ
し
直
前
の
中
止
で
、
キ
ャ

ン
セ
ル
料
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
上
程
し
た
。

答�　
　
河
川
愛
護
活
動
の
作
業
負
担
を
大

型
機
械
で
減
ら
せ
る
な
ら
集
落
で
導
入

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

問　
　
本
町
に
は
天
井
川
が
あ
る
こ
と
を

訴
え
て
県
予
算
も
拡
充
さ
れ
た
。
手
作

業
に
は
限
界
も
あ
り
、
機
械
化
を
進
め

て
い
き
た
い
。

答�　
　
公
民
館
の
吊
り
天
井
の
改
修
工
事

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

問　
　
国
の
耐
震
基
準
が
見
直
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
。
緊
急
防
災
減
災
事
業

債
を
活
用
す
る
。
改
修
後
の
天
井
の
重

さ
は
１
㎡
あ
た
り
20 

㎏
か
ら
２
㎏
に
軽

量
化
さ
れ
る
。

答� 補
正
予
算
の
主
な
質
疑
応
答

その他の補正予算
・河川愛護作業補助金
・議会本会議音声配信整備業務（有線放送廃止に伴う）
・公民館改修工事

　就任の挨拶の中で杼木氏は、「掲げられた政策の確かな実現」
と「イクボスとなり職員を育成」という言葉を述べられまし
た。先の町長選挙で西田町長が掲げられた政策が実現に向かう
サポートと政策の実務を担う職員の方々の育成をしっかりお願
いし、より良い竜王町となるようこれからの４年間を歩んでい
ただきたいと思います。

任期は令和６年９月30日まで杼
とちき
木栄

えい し
司副町長

再任に同意

新型コロナ対策進む

9月補正予算
新型コロナウイルス感染症関連予算
・飲食店応援事業補助金
・修学旅行中止に伴うキャンセル料補助金
・インフルエンザ予防接種助成事業
・新生児特別定額給付金事業
・魅力ある農業の創生推進報償費

� 500万円
� 50万円
� 1064万円
� 706万円
� 380万円

� 332万円
� 125万円
� 2429万円
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総務産業建設常任委員会

国道8号整備促進の状況（７月27日）

コロナ禍での町内産業の状況および近隣市町との支援策の比較（９月９日）

調
査

調
査

バイパスの整備状況と取組は？
◦長浜～東近江の区間（29.3km）
　⇒�彦根市～近江八幡市老蘇の森付近のルート
が決定

◦�野洲～栗東の区間（4.7km）
　⇒４車線のバイパス事業を実施中
◦東近江～野洲の区間（約20km）
　⇒�近江八幡市老蘇の森付近～野洲市小篠原は
整備を要望

主な質疑応答
町として今後どのような取組をすべきと
考えるか。

問

今後も整備に向けて行動していくが、各
地域の議員や企業なども役割分担しなが
ら力を合せて進めていただく必要がある
と考える。

答

主な質疑応答
飲食業の売上はどのくらい減
少しているか。

問

減少率はそれぞれ異なるが、
夜の宴会がないため昼のラン
チやテイクアウトで工夫され
ている。売上は半減以下に
なっていると想定する。

答

整備要望区間
（約20km）

１．竜王町の景況は？
　国と町の持続化給付金の申請件数
　・国（売上額が前年同月比50％以上減少）�⇒69件（５月～８月）
　　※竜王町商工会を通じて申請された件数
　・町（�売上額が前年同月比30～49％減少し、かつ同月比10

万円以上減少）� ⇒７件（9/3現在）
　農業の状況
　・�野菜/麦/大豆…調査時点で大きな影響はないとの報告
　・�花き…市場価格が前年比60％下落（６月）、現在40％下落
　・肉用牛…枝肉価格が前年比45％下落（４月）、現在20％下落
　・果樹…売上が観光果樹60％減、直売所40％増

２�．近隣市町との支援策の比較は？
　�　感染拡大防止臨時支援金や利子補給、プレミアム商品券、
その他の施策において比較を行ったが、本町は他市町と同
等かそれ以上の手厚い支援であった。また本町独自施策も
含め、早期に支援策を打ち出したことが分かった。

町内飲食店で使えるクーポン
（９月定例会で予算化　飲食店応援事業）

竜
王
町
観
光
大
使

近
江
う
し
丸

キ　リ　ト　リキ　リ　ト　リ

竜
王
町
観
光
大
使

近
江
う
し
丸

楽しい！ 美味しい！ お食事を
近江うし丸クーポンがお手伝い！！

近江うし丸クーポン近江うし丸クーポン

竜王町観光協会

¥500-

得報！

竜王町観光協会
ご利用期間：令和２年１１月１日（日）～令和３年２月２８日（日）
ご利用店舗：チラシ裏面をご確認下さい。
本券は、参加店舗で飲食代金一会計につき1,000円以上でご利用できます。
換金できません。盗難、紛失等による再発行はできません。

ご
注
意

クーポン券は、各世帯に2枚（500円相当×2）を広報りゅうおう11月号に折込み。
道の駅アグリパーク竜王、竜王かがみの里で物販購入金額一会計1,000円以上で1枚（500円相当）進呈。

配布期間 令和2年11月1日～令和2年12月30日

参加店舗（裏面参照）で飲食代金一会計につき1,000円以上で1枚ご利用できます。
（一会計3,000円や5,000円の場合でも使えるクーポン券は1枚です）

利用期間 令和2年11月1日～令和3年2月28日

道の駅各店舗の進呈数は一日先着90枚限定。
換金はできません。
盗難や紛失等による再発行はできません。

そ
の
他

まるっとまるまる

近江うし丸クーポン
まるっとまるまる

近江うし丸クーポン
まるっとまるまる

近江うし丸クーポン

または、

で検索ください。
近江うし丸クーポン

詳しくは、こちらから

議会だより No.193
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教育民生常任委員会

認定こども園への移行検討の状況（９月９日）

竜王小学校・竜王西小学校の施設状況（９月９日）

調
査

調
査

１�．認定こども園への移行検討に至る
までの経過

　高まる保育ニーズへの対応
　�　令和元年10月から幼児教育・保育の無
償化が開始され、保育所利用希望者が急増
し、幼稚園の入園希望者が大きく減少した。
子育て世代のニーズに対応するため、公立
幼稚園から認定こども園への移行検討を加
速する必要があった。

２�．公立の就学前教育・保育施設のあり様
・�認定こども園への移行で、待機児童を出すこ
となく、教育と保育の充実を図ることができる。
・�幼稚園教育を継続しながら保育園との共存共
栄を図るため「幼稚園型認定こども園」を検討。
・�幼稚園２園をそれぞれ認定こども園にする案、
または１園にする案について説明を受ける。
・�コンパクトシティ化構想の「交流・文教ゾー
ン」内での認定こども園の建設については今
後、方向性をまとめる。

　竜王小学校の状況
　　・昭和46年新築（築49年）
　　・教育施設としての設計が古い
　　・機能的空間である多目的スペースがない
　　・敷地内駐車場が不足
　　・昇降口が複数あるため防犯等の監視が難しい
　竜王西小学校の状況
　　・昭和63年新築（築32年）
　　・運動場の大きさは県下最大級
　　・排水機能に優れており利用性が高い
　　・地盤沈下による弊害が散見される
　　・今後、長寿命化改修が必要となってくる

小学校の建物の状況視察

認定こども園移行に向けた整備スケジュール（案）
令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

令和８年度
（2026年度）

令和９年度
（2027年度）

令和10年度
（2028年度）

計画→設計→建築確認

着工→完成 開園
認定
こども園
移行計画

新認定こども園
建設基本計画開園認定こど

も園移行

主な質疑応答
認定こども園の検討状況を初めて聞い
たが、今後、この方向で進めるという
ことか。

問

認定こども園への移行を進めていきたい。答

子どもの数が減少する中で保育園と子どもの取り合
いにならないか。

問

計画している認定こども園は３～５歳児を対象に教
育と保育の一体化を考えており、保育園は０～２歳
児も対象とされていることから保護者のニーズに合
わせて選択できると考える。

答
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地域活性化特別委員会

中心核整備「交流・文教ゾーン」の進捗（９月10日）

企業誘致の進捗（９月10日）

調
査
１．綾戸区民説明会の開催 ２．綾戸区民説明会後の経過

8/6 　�庁内のプロジェクト合同会議において
進捗状況の確認と情報共有。

8/12　�綾戸地区から町へ「居住ゾーン」の計
画についての具体的な説明を求める依
頼書が提出される。

8/29　�綾戸地区へ「居住ゾーン」について「交
流・文教ゾーン」に引き続き検討を開
始すると回答。

　令和元年12月の報告では７
区画中４区画が分譲済みだった
が、令和２年９月現在、７区画
中５区画が分譲済みである。

綾戸区民説明会での事業説明（7/18・7/19開催）
参加人数　延べ59名

３．今年度の予定（９月11日以降）
・対象地権者への協力依頼
・地元調整が整い次第、現地測量調査の実施

主な質疑応答

綾戸自治会として反対ではないというこ�
とか。

問

事業については前へ進めてもいいという答
えをいただいている。

答

地権者の同意があればできるのか。自治会
の同意も必要なのか。

問

大規模な整備であり、綾戸周辺の生活環境
にも大きく影響するため、自治会と協議も
しながら進めている。

答

主な質疑応答
未分譲地である 1 号地
と 5号地の進捗は。

問

問い合わせはあるが、希
望される面積と合わな
かったり、製造業でな
かったりする。県・公社
と協力しながらできるだ
け早期に優良企業を誘致
したい。

答

報
告
滋賀竜王工業団地の進捗状況

企業立地は 

国
道
４
７
７
号

分譲済

分譲済

サクラ食品工業㈱

エリーパワー㈱

東洋電機製造㈱
Ｈ30年6月 全面稼働

調整池
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町政
問ここを う!

町の行政全般について
議員が町長をはじめとして
担当部局に疑問点を質したり、
見解などを尋ねたりするもので、
毎定例会で行われるよ

一般質問って？

近江うし丸

ペ
ー
ジ

質　問　者 質　　問　　事　　項

9
森島芳男議員 老朽化する自治会館建替えの補助金制度を

磯部俊男議員 高齢者の移動支援は

10 岡山富男議員

町内の車両感応式信号機に「感知中」の表示を

竜王小学校跡地の有効利用は

国道477号西川西交差点に右折矢印信号機の設置を※

11 大前セツ子議員
遊休農地（畑）の活用は

ドライブレコーダーの購入支援は

12
貴多正幸議員 今後の財政状況は

尾川幸左衞門議員 弓削地区の雨水対策は

13 鎌田勝治議員
公共交通の整備は

行政改革（外部委託の推進）は

14
福田優三議員 不登校児童・生徒への対応は

澤田満夫議員 ほ場整備事業の維持管理は

15 橘せつ子議員

竜王町コンパクトシティ化構想は

竜王小学校の整備は

介護報酬の臨時的な取扱いによる利用料の引き上げは※

子どものインフルエンザ予防接種への補助は※

地域交通としての乗合タクシー実証運行は※

16 中村匡希議員
危険な空き家等への対応は

社会人採用の経験年数加算は

９月定例会では11議員が
� 20問の一般質問を行いました。

� ※紙面の都合上、掲載しておりません。
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老朽化する自治会館

ニーズが高まる電動アシスト自転車とシニアカー

　
　
町
内
の
各
自
治
会
に

は
建
築
か
ら
40
年
以
上
経

過
す
る
自
治
会
館
が
多
く

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
災

害
時
の
自
主
防
災
活
動
機

能
な
ら
び
に
住
民
の
世
代

間
の
交
流
の
場
と
し
て
機

能
を
果
た
す
た
め
に
も
、

建
替
え
が
急
務
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
建
替
え
経

費
が
高
額
で
あ
る
た
め
、

各
自
治
会
で
全
額
負
担
す

る
こ
と
は
厳
し
い
現
状
で�

あ
る
。

　
そ
こ
で
補
助
金
制
度
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

町
の
見
解
を
伺
う
。

問

　
　
自
治
会
館
に
つ
い
て
は
、

地
域
活
動
の
拠
点
で
あ
り
、

地
域
住
民
の
連
携
を
促
進
す

る
た
め
に
、
大
変
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
施
設
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
自
治
会
館
は
、
自
治
会
の

所
有
財
産
で
あ
る
が
、
そ
の

公
共
性
を
踏
ま
え
て
、
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
等
の
交
付
対

象
と
し
て
認
め
て
い
る
。
し

か
し
、
整
備
に
は
多
額
の
資

金
が
必
要
で
あ
り
、
補
助
す

る
仕
組
み
の
創
設
に
つ
い
て
、

他
の
市
町
の
事
例
や
自
治
会

の
意
見
を
参
考
に
今
後
研
究

し
て
い
く
。

答�
老朽化する自治会館建替え
の補助金制度を

問

答 補助制度の創設について研究する
森島　芳男�議員

　
　
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
な
ら
び
に
シ
ニ
ア
カ
ー

は
高
齢
化
が
進
む
中
、
移

動
手
段
の
一
助
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
購
入

助
成
に
対
す
る
町
の
考�

え
は
。

問

高齢者の移動支援は問

答 予約制乗合ワゴン導入後、対応策を
総合的に判断する

も
あ
り
、
支
援
制
度
の
仕
組

み
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
利
活
用

に
お
い
て
道
路
整
備
も
重
要

な
要
素
と
な
り
、
適
宜
対
応

を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
高
齢
者
の

移
動
支
援
に
つ
い
て
は
、
本

年
10
月
か
ら
実
証
実
験
が
開

始
さ
れ
る
予
約
制
乗
合
ワ
ゴ

ン
が
対
応
策
と
し
て
機
能
す

る
の
で
は
と
考
え
て
お
り
、

導
入
後
に
ど
こ
ま
で
高
齢
者

の
移
動
支
援
の
ニ
ー
ズ
を
カ

バ
ー
で
き
て
い
る
か
分
析
、

評
価
し
た
う
え
で
総
合
的
に

判
断
し
て
い
く
。

　
　
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
、

シ
ニ
ア
カ
ー
の
使
用
は
、
有

効
な
移
動
手
段
の
一
つ
と
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　
し
か
し
、
高
齢
者
は
身
体

能
力
、
認
知
機
能
お
よ
び
生

活
環
境
に
よ
り
、
自
身
で
で

き
る
こ
と
や
生
活
範
囲
が
異

な
る
こ
と
か
ら
、
安
全
に
使

用
で
き
る
か
と
い
っ
た
課
題

答�

磯部　俊男�議員
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居住ゾーンが想定される地域

車両感応式信号機

　
　
車
両
感
応
式
信
号
機

は
一
定
の
場
所
に
停
止
す

れ
ば
感
知
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
セ
ン

サ
ー
に
感
知
さ
れ
ず
、
い

つ
ま
で
も
停
止
し
て
い
る

車
が
あ
り
、
車
両
が
感
知

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
運

転
手
が
分
か
ら
な
い
と

い
っ
た
状
況
が
よ
く
見
ら

れ
る
。

　
そ
こ
で
信
号
機
の
下
に

「
感
知
中
」
の
表
示
が
で

き
な
い
か
伺
う
。

問

　
　
町
内
14
か
所
の
車
両
感

応
式
信
号
機
の
う
ち
「
感
知

中
」
表
示
が
あ
る
信
号
機
が

６
か
所
、「
感
知
灯
」
が
点

灯
す
る
信
号
機
が
２
か
所
あ

り
、
残
り
６
か
所
が
表
示
な

し
で
あ
る
。
車
両
が
確
実
に

感
知
位
置
に
停
止
す
る
よ
う

現
地
の
状
況
を
確
認
し
、
停

止
位
置
の
明
示
を
含
め
改
善

が
必
要
な
場
合
は
県
の
公
安

委
員
会
と
協
議
を
行
う
。

答�

岡山　富男�議員

町内の車両感応式信号機に
「感知中」の表示を
問

答 滋賀県公安委員会と協議を行う

竜
王
小
学
校
跡
地
の
有
効
利
用
は

問答

現
時
点
で
は
詳
細
検
討
を
し
て
い
な
い

　
　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

化
構
想
で
は
、
竜
王
小
学

校
・
竜
王
幼
稚
園
は
新
た

な
土
地
に
移
転
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。

　
当
該
跡
地
に
は
住
宅
地

を
整
備
す
る
と
聞
く
が
、

魅
力
あ
る
住
宅
地
の
整
備

構
想
を
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

問　
　
現
時
点
で
は
詳
細
な
検

討
に
至
っ
て
は
い
な
い
。
本

町
の
大
き
な
強
み
で
あ
る
農

業
や
特
産
品
、
自
然
環
境
の

魅
力
と
い
う
地
域
資
源
を
活

用
す
る
こ
と
は
「
居
住
ゾ
ー

ン
」
も
含
め
た
中
心
核
整
備

に
つ
い
て
も
大
切
で
あ
る
。

　
住
宅
地
の
確
保
は
本
町
に

と
っ
て
重
要
政
策
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
と
調
和
し
た

竜
王
町
ら
し
い
整
備
を
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
構
想
の
中

で
し
っ
か
り
と
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

答�
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安心安全のために

町内の遊休農地（畑）

　
　
農
業
者
の
高
齢
化
で

遊
休
農
地
（
畑
）
が
増
加

す
る
中
、
一
方
で
定
年
退

職
後
に
農
業
を
始
め
ら
れ

た
方
も
増
え
て
き
た
。
こ

の
よ
う
な
中
、
農
業
振
興

の
観
点
か
ら
増
加
す
る
遊

休
農
地
（
畑
）
の
有
効
活

用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
伺
う
。

問

遊休農地（畑）の活用は問

答「魅力ある農業の創生事業」で支援
していく

大前　セツ子�議員

分
の
１
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
の
独
自
事
業
で
あ
る

「
魅
力
あ
る
農
業
の
創
生
事

業
」
の
一
環
と
し
て
、
み
ら

い
パ
ー
ク
竜
王
で
は
、
栽
培

研
修
会
を
開
催
し
て
栽
培
・

出
荷
・
販
売
ま
で
の
指
導
を

進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
、

み
ら
い
パ
ー
ク
竜
王
と
連
携

し
て
遊
休
農
地
（
畑
）
を
活

用
し
町
内
産
農
産
物
の
栽
培

指
導
と
出
荷
拡
大
を
進
め
て

い
く
。

　
　
令
和
元
年
度
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
で
確
認
さ
れ
た
遊
休

農
地
の
う
ち
畑
地
は
、
１
４
，

７
９
０
㎡
で
、
全
体
の
約
３

答�

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
購
入
支
援
は

問答

総
合
的
に
判
断
し
て
い
く

　
　
本
年
６
月
か
ら
妨
害

運
転
（
あ
お
り
運
転
）
に

対
す
る
罰
則
が
創
設
さ
れ
、

加
え
て
７
月
か
ら
「
自
動

車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死

傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰

に
関
す
る
法
律
」
が
改
正

さ
れ
た
。
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
装
着
す
れ
ば

事
故
原
因
の
究
明
と
、
再

発
防
止
に
役
立
つ
と
し
て

近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の

安
全
安
心
の
た
め
、
町
民

へ
の
購
入
支
援
に
つ
い
て

町
の
考
え
を
伺
う
。

問　
　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

の
設
置
は
事
件
や
事
故
の
抑

制
や
解
決
に
一
定
の
効
果
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、

設
置
費
用
に
か
か
る
公
費
負

担
は
、
普
及
状
況
や
他
市
町

の
取
組
を
み
な
が
ら
判
断
し

て
考
え
て
い
く
。
ま
た
妨
害

運
転
防
止
な
ど
交
通
安
全
の

啓
発
に
も
努
め
る
。

答�
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一般会計町債残高の推移

早期の雨水対策が求められる

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
が
今
も

な
お
続
き
、
ま
た
、
終
息

が
見
え
な
い
中
、
国
内
外

に
お
け
る
経
済
的
・
社

会
的
影
響
は
計
り
知
れ�

な
い
。

　
そ
こ
で
、
今
後
の
財
政

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

問

中
、
今
後
見
込
ま
れ
る
社
会

保
障
関
係
経
費
の
増
加
や
、

道
路
橋
梁
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

施
設
を
含
め
た
公
共
施
設
の

老
朽
化
へ
の
対
応
、
ま
た
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
構
想
の

実
現
な
ど
多
く
の
事
業
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
事
業

費
の
精
査
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
そ
れ
で
も
不
足
す
る
財

源
に
対
し
て
は
、
国
県
補
助

金
な
ど
の
特
定
財
源
の
確
保

や
こ
れ
ま
で
積
み
立
て
て
き

た
各
種
基
金
の
有
効
活
用
が

必
要
で
あ
る
。

　
今
後
も
安
定
的
な
財
政
運

営
を
維
持
し
、
効
率
的
か
つ

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に

努
め
る
。

　
　
今
後
に
お
い
て
も
こ
の

状
況
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、

歳
出
に
お
い
て
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の

対
策
費
を
見
込
む
必
要
が
あ

り
、
歳
入
に
お
い
て
は
税
収

減
を
見
込
む
必
要
が
あ
る
た

め
、
財
政
調
整
基
金
を
取
崩

す
予
算
編
成
と
な
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

答�

今後の財政状況は問

答 安定的な財政運営を維持する

貴多　正幸�議員

　
　
日
野
川
は
蛇
行
が
激

し
く
、
祖
父
川
は
天
井
川

で
あ
り
、
一
級
河
川
を
管

理
す
る
県
に
河
川
改
修
を

要
望
し
て
お
り
、
今
後
も

こ
れ
を
続
け
る
必
要
が�

あ
る
。

　
一
級
河
川
の
上
流
流
域

は
町
が
雨
水
整
備
を
行
う

必
要
が
あ
る
。
県
の
下
水

道
指
針
で
は
、
10
年
確
率

雨
量
で
整
備
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
弓
削
地
区

は
、
こ
の
確
率
で
０
～�

１
ｍ
の
浸
水
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

現
況
を
調
査
し
、
課
題
な

ら
び
に
対
策
を
検
討
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

問

　
　
日
野
川
の
抜
本
改
修
が

最
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
か

ら
、
国
や
県
に
対
し
強
く
要

望
を
行
っ
て
い
る
。
過
去
に

は
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル

事
業
で
集
落
内
の
排
水
路
整

備
を
部
分
的
に
行
っ
て
い
る

が
、
以
後
、
下
水
道
の
基
準

に
合
っ
た
調
査
検
討
は
行
っ

て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
地
域
住
民
の
方
々
が
安
心

安
全
に
住
み
続
け
ら
れ
る
こ

と
が
第
一
で
あ
り
、
下
水
道

に
お
け
る
雨
水
対
策
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
く
。

答�

弓削地区の雨水対策は問

答 下水道における雨水対策について
研究する

尾川　幸左衞門�議員
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住民課の窓口業務の様子

予約制乗合ワゴン
チョイソコりゅうおう

　
　
本
年
10
月
よ
り
実
施

予
定
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の

実
証
実
験
に
あ
た
り
、
次

の
３
点
を
伺
う
。

①�

平
成
24
年
度
に
実
施
し

た
デ
マ
ン
ド
交
通
社
会

実
験
の
結
果
が
今
回
の

実
証
実
験
に
ど
の
様
に

活
か
さ
れ
て
い
る
の
か

等
、
具
体
的
な
改
善�

点
は
。

②�

前
回
実
験
時
の
一
番
の

課
題
と
思
わ
れ
る
地
域

住
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

③�

竜
王
町
交
通
計
画
は
今

後
ど
の
様
に
活
か
さ
れ

る
の
か
。

問

　
　

① 

　
次
の
４
点
を
改
善
し
た
。

事
前
の
会
員
登
録
制
に
し

た
。
停
留
所
数
を
増
や
し

た
。
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し

た
車
両
を
整
備
し
た
。
路

線
バ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

便
利
に
な
っ
た
。

② 

　
令
和
２
年
10
月
１
日
か

ら
半
年
間
は
運
賃
を
免
除

し
、
周
知
・
利
用
を
図
り

た
い
。
併
せ
て
各
地
域
の

区
長
は
も
と
よ
り
、
老
人

会
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
福
祉
委
員
等
に
協
力

い
た
だ
き
、
地
域
の
行
事

等
と
連
携
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

③ 
　
今
回
の
実
証
運
行
の
評

価
・
検
証
を
十
分
に
行
い
、

課
題
や
改
善
点
等
を
整
理

し
た
上
で
、
そ
の
内
容
を

反
映
さ
せ
た
竜
王
町
交
通

計
画
に
改
定
し
、
改
定
後

の
本
計
画
に
基
づ
き
、
本

格
運
行
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

答�

公共交通の整備は問

答 竜王町交通計画に基づき本格運用に
つなげる

鎌田　勝治�議員

行
政
改
革（
外
部
委
託
の
推
進
）は

問答

本
町
ら
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
を
行
う

　
　
行
政
改
革
は
事
業
運

営
に
極
め
て
重
要
な
役
割

を
果
た
す
。
そ
こ
で
、
限

ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
を
有
効

に
活
用
し
、
業
務
効
率
の

改
善
効
果
を
期
待
で
き
る

外
部
委
託
に
つ
い
て
次
の

３
点
を
伺
う
。

①�

住
民
課
の
窓
口
業
務
に

つ
い
て
民
間
委
託
の
検

討
は
。

②�

外
部
委
託
を
検
討
す
る

場
合
の
手
順
は
。

③�

第
六
次
竜
王
町
総
合
計

画
に
行
政
改
革
に
関
す

る
方
針
を
ど
の
様
に
示

す
の
か
。

問　
　
① 
　
先
進
地
視
察
を
含
め
検

討
し
て
き
た
が
、
費
用
対

効
果
の
面
か
ら
、
現
状
は

難
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

先
進
市
町
の
情
報
を
収
集

し
、
引
き
続
き
検
討
す
る
。

② 

　
財
政
、
人
事
や
政
策
を

答�

担
当
し
て
い
る
課
を
交
え

て
多
角
的
に
検
討
を
重
ね
、

町
幹
部
に
よ
る
議
論
に
進

め
可
否
を
決
定
す
る
。

③ 

　
行
政
改
革
は
、
確
か
な

行
政
力
と
し
て
位
置
づ
け
、

第
六
次
竜
王
町
総
合
計
画

に
反
映
さ
せ
る
。
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（上）ひび割れた用水路
（下）農道（砂利道）

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
不
安
や
ス
ト
レ

ス
で
学
校
生
活
に
影
響
が

あ
り
、
本
町
の
小
中
学
校

に
お
い
て
も
今
後
、
不
登

校
、
別
室
登
校
の
児
童
・

生
徒
が
増
加
す
る
懸
念
が

あ
る
。
そ
こ
で
次
の
３
点

に
つ
い
て
伺
う
。

①
出
席
日
数
の
定
義
は
。

②�
出
席
日
数
に
よ
る
高
校

進
学
へ
の
影
響
は
。

③�

不
登
校
児
童
・
生
徒
の

ケ
ア
、
ま
た
対
策
は
。

問

不登校児童・生徒への対応は問

答 学習環境や体制の整備に努めていく

③ 

　
保
護
者
と
の
懇
談
や
家

庭
訪
問
の
際
に
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
交
え
て
相
談
す
る

こ
と
で
個
々
の
子
ど
も
に

あ
っ
た
支
援
の
方
向
性
を

決
め
て
い
る
。
ま
た
「
い

じ
め
・
別
室
対
応
支
援

員
」
を
各
学
校
１
名
ず
つ
、

中
学
校
に
は
「
心
の
オ
ア

シ
ス
相
談
員
」
を
１
名
配

置
す
る
と
と
も
に
、
小
学

校
に
は
「
ス
ク
ー
リ
ン

グ
・
ケ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
１
名
ず
つ
派
遣
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
町
の
ふ
れ

あ
い
相
談
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
を
進
め
、
支

援
を
継
続
的
に
実
施
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で 

い
る
。

　
　
① 

　
学
校
に
登
校
し
て
学
習

し
た
り
学
校
生
活
を
送
っ

た
り
す
る
こ
と
を
「
出

席
」
と
と
ら
え
て
い
る
。

② 

　
県
に
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
出
席
日
数
が
選
抜

試
験
の
判
定
に
影
響
す
る

こ
と
は
な
い
。

答�

福田　優三�議員

澤田　満夫�議員

　
　
土
地
改
良
施
設
の
経

年
劣
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

将
来
の
施
設
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
次
の
２
点
を�

伺
う
。

①�

国
営
・
県
営
の
保
全
事

業
以
外
の
末
端
の
水
路

の
老
朽
化
に
つ
い
て
町

の
考
え
は
。

②�

基
幹
農
道
は
舗
装
さ
れ

て
い
る
が
、
支
線
の
舗

装
は
ど
の
よ
う
に
整
備

し
て
い
く
べ
き
か
。

問　
　
① 

　
施
設
の
機
能
劣
化
状
況

を
把
握
す
る
た
め
、
平
成

30
年
度
か
ら
2
年
間
で
滋

賀
県
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
に
機
能
診
断
等
を

依
頼
。
結
果
は
「
用
排
水

答�

路
と
も
に
老
朽
化
は
進
ん

で
い
る
が
、
全
体
を
更
新

す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
現
時
点
で
は
農
村

ま
る
ご
と
保
全
事
業
な
ど

を
活
用
し
た
部
分
的
対
策

が
妥
当
」
と
報
告
さ
れ
た
。

中
長
期
的
対
策
は
、
竜
王

町
農
業
の
あ
り
方
検
討
懇

話
会
な
ど
で
協
議
い
た
だ

き
、
維
持
修
繕
が
で
き
る

体
制
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

② 

　
農
道
舗
装
は
、
県
56
％
、

町
65
％
の
舗
装
率
で
あ
る
。

現
在
、
国
・
県
の
補
助
事

業
が
あ
り
、
地
域
の
要
望

に
は
、
当
地
の
実
情
に

合
っ
た
補
助
制
度
を
活
用

し
整
備
を
進
め
て
い
る
。

ほ場整備事業の維持管理は問

答 適正な維持管理ができる体制整備を
検討する
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・小学校
・幼稚園（こども園）
・学童保育
・公園
・共用駐車場
・コミュニティセンター
・給食センター

交流・文教ゾーン

現在の竜王小学校

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
分

散
型
の
持
続
可
能
な
生
活

が
地
域
で
行
え
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
大
型

の
公
共
事
業
へ
の
投
資
は

で
き
る
だ
け
抑
え
、
町
民

の
命
や
暮
ら
し
を
守
る
た

め
の
施
策
に
予
算
を
使
う

べ
き
と
考
え
る
が
、
次
の

２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①�
竜
王
町
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
化
構
想
に
つ
い
て

問
い
直
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
町
の
考�

え
は
。

②�

交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン
の

整
備
に
伴
う
中
期
財
政

計
画
は
。

問

竜王町コンパクトシティ化
構想は

問

答 着実に交流・文教ゾーンの整備を
進める

く
り
意
見
交
換
会
の
中
で

将
来
の
ま
ち
の
姿
を
取
り

ま
と
め
、
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
へ
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
対
応
策
を

示
し
た
も
の
で
、
皆
様
の

ご
理
解
は
い
た
だ
け
た
と

考
え
て
い
る
。
改
め
て
問

い
直
す
機
会
を
設
け
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

② 

　
投
資
額
の
ピ
ー
ク
は
令

和
５
年
頃
と
見
込
ん
で
い

る
。
財
源
は
国
県
補
助
金
、

基
金
の
活
用
、
町
債
の
発

行
な
ど
で
賄
い
、
後
年
の

償
還
金
は
企
業
誘
致
の
収

入
の
増
加
分
な
ど
で
事
業

実
施
は
可
能
と
見
込
ん
で

い
る
。
中
期
の
財
政
見
込

を
随
時
更
新
し
な
が
ら
、

着
実
に
整
備
を
推
進
し
て

い
く
。

　
　
① 

　
本
構
想
は
町
民
ワ
ー
キ

ン
グ
や
懇
話
会
、
ま
ち
づ

答�

竜
王
小
学
校
の
整
備
は

問答
令
和
元
年
７
月
に
移
転
新
築
の
方
針
を
固
め
た

　
　
竜
王
小
学
校
は
現
在

の
場
所
に
建
て
替
え
る
と

い
う
選
択
肢
も
あ
る
し
竜

王
町
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

化
構
想
と
は
別
に
計
画
す

る
こ
と
も
可
能
と
考
え
る
。

交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン
の
整

備
全
体
で
は
50
億
円
と
も

言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
収
ま
る
の
か
町
民
の
不

安
は
大
き
い
。
そ
こ
で
次

の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①�

竜
王
小
学
校
を
移
転
す

る
こ
と
は
い
つ
頃
決
め

ら
れ
た
の
か
。

②�

幼
稚
園
、
給
食
セ
ン

タ
ー
等
も
一
か
所
に
集

め
る
必
要
は
あ
る
の
か
。

③�

現
在
の
場
所
に
建
て
替

え
、
必
要
な
学
童
保
育

所
の
整
備
、
駐
車
場
の

確
保
等
に
伴
う
予
算
は

ど
の
位
に
な
る
の
か
。

問

橘　せつ子�議員

あ
り
方
検
討
委
員
会
」
の

報
告
を
受
け
て
、
本
構
想

（
案
）
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

庁
内
協
議
を
重
ね
、
令
和

元
年
７
月
に
移
転
新
築
の

方
針
を
固
め
た
。

② 

　
防
災
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

な
ど
の
機
能
を
併
せ
持
つ

学
校
を
中

心
に
、
幼

稚
園
、
学

校
給
食
セ

ン
タ
ー
も

集
め
る
こ

と
に
よ
り
、

既
存
の
公

民
館
、
図

書
館
な
ど

と
の
連
携

が
可
能
と

な
り
、
駐

車
場
の
共

用
整
備
な

ど
に
よ
る

施
設
間
の

有
効
活
用

　
　

① 

　
平
成
31
年
２
月
に
「
竜

王
町
教
育
施
設
の
今
後
の

答�

と
連
携
強
化
が
期
待
で 

き
る
。

③ 

　
小
学
校
建
築
費
約
30
億

円
、
仮
校
舎
の
費
用
約

２
億
円
、
学
童
保
育
所
約

１
億
円
、
駐
車
場
約
１
億

円
（
３
５
０
台
分
）、
合

計
約
34
億
円
余
り
と
考 

え
る
。
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危険な空き家のイメージ

人事評価制度の研修

　
　
特
定
空
家
等
に
つ
い

て
、
対
応
を
先
延
ば
し
に

す
る
と
将
来
的
な
税
負
担

も
予
想
さ
れ
る
。
本
町
で

は
平
成
30
年
度
に
「
竜
王

町
空
家
等
対
策
協
議
会
」

が
発
足
し
た
が
、
昨
年
度

の
実
績
に
つ
い
て
次
の
３

点
を
伺
う
。

①�
空
家
等
の
現
地
調
査
ま

た
は
立
ち
入
り
調
査
件

数
は
。

②�

現
在
の
「
特
定
空
家

等
」
の
件
数
は
。
今
後

ど
の
よ
う
な
家
屋
を

「
特
定
空
家
等
」
に
指

定
し
て
い
く
の
か
。

③�

解
体
が
必
要
な
家
屋
か

ら
優
先
的
に
課
題
解
決

に
あ
た
る
べ
き
と
考
え

る
が
町
の
見
解
は
。

問

　
　

① 

　
特
定
空
家
認
定
を
目
的

と
し
た
調
査
は
対
象
と
し

て
無
か
っ
た
が
、
自
治
会

の
相
談
を
受
け
現
地
確
認

し
た
件
数
が
２
件
あ
る
。

② 

　
現
在
は
０
件
で
あ
る
。

空
家
等
の
物
的
状
態
判

定
・
周
辺
建
物
や
通
行
人

等
へ
の
悪
影
響
・
そ
の
危

険
等
の
切
迫
性
に
よ
り
判

断
を
し
て
い
く
。

③ 

　「
空
家
等
」
の
危
険
度

を
10
段
階
で
評
価
し
て
い

る
。
今
年
度
か
ら
危
険
度

の
高
い
も
の
に
重
点
を
置

き
取
り
組
ん
で
い
く
。

答�

危険な空き家等への対応は問

答 今年度から所有者への指導通知を
行う

中村　匡希�議員

社
会
人
採
用
の
経
験
年
数
加
算
は

問答

人
事
評
価
制
度
で
対
応
し
て
い
く

　
　
竜
王
町
の
規
則
で
は
、

民
間
企
業
な
ど
か
ら
の
転

職
者
の
経
験
年
数
は
５
年

ま
で
は
役
場
で
５
年
勤
務

し
た
も
の
と
扱
わ
れ
る
が
、

５
年
以
上
に
つ
い
て
は
３

分
の
２
年
と
い
う
扱
い
で
、

民
間
の
キ
ャ
リ
ア
が
長
い

ほ
ど
相
対
的
に
不
利
な
扱

い
に
な
る
。
今
後
の
人
材

登
用
に
あ
た
り
、
民
間
と

同
程
度
に
評
価
す
る
制
度

設
計
が
必
要
で
は
な
い
か
。

問　
　
本
町
特
有
の
規
則
で
は

な
く
、
県
内
の
他
市
町
で
も

同
じ
で
「
均
衡
の
原
則
」
に

基
づ
い
て
い
る
。
３
分
の
２

と
い
う
取
り
扱
い
は
人
事
院

規
則
に
準
じ
た
も
の
で
妥
当

と
認
識
し
て
い
る
。

　
社
会
人
経
験
者
に
つ
い
て

は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高
く
職

務
を
遂
行
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
人
事
評
価
制
度
を
活
用

し
て
組
織
の
活
性
化
に
努
め

て
い
き
た
い
。

答�
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河
川
愛
護
と
活
動
委
託
の
対
応
は

令
和
元
年
６
月
定
例
会
お
よ
び

�

令
和
２
年
３
月
定
例
会
　
一
般
質
問
よ
り

問
各
自
治
会
で
行
わ
れ
る
河
川
愛
護
活
動
は
、
高
齢
化
に
伴

い
重
労
働
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
誰
も
が
大
怪
我
や
事
故
に
あ

う
可
能
性
が
あ
り
対
策
を
打
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
継
続
し
た
取
組
を
行
う
た
め
に
は
作
業
負
担
の
軽
減
や
安

全
確
保
に
努
め
、
大
型
除
草
機
等
の
使
用
を
検
討
し
て
い
く
。

問
河
川
愛
護
活
動
で
各
自
治
会
に
支
払
う
活
動
費
用
を
町
が

活
用
し
て
業
者
に
作
業
委
託
で
き
な
い
か
。

答
作
業
省
力
化
の
た
め
機
械
化
の
促
進
も
検
討
し
て
い
る
。

県
も
課
題
を
認
識
さ
れ
て
お
り
、
支
援
内
容
を
見
直
し
検
討
さ

れ
て
い
る
。
県
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
進
め
る
。

そ
の
後

　
機
械
化
に
よ
り
作
業
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
町
の
予
算
も
５
年

前
か
ら
約
1.5
倍
と
な
る
。

追跡
!! 　あの質問は
その後、どうなった？？

議
員
の
質
問
に
、
町
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

か
を
追
跡
・
検
証
し
て
み
ま
し
た
。

重機を使用した作業風景

　令和２年第３回定例会に引続き、新型コロ
ナウイルス感染症の拡大防止のため、傍聴を
ご遠慮いただく場合があります。
　傍聴案内については事前に町ホームページ
でご確認ください。

　なお、本会議の様子は有線放送にて中継で
お送りしています。受話器を上げて75番を
押してご利用ください。チャンネル放送停止
は70番です。
　ご理解ご協力をよろしくお願いします。

次回の一般質問は
令和2年12月18日㈮の予定です

問　議会事務局　電話　0748-58-3713
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環境に配慮し、再生紙及び植物油インキを使用しています

表 紙

生
徒
の
熱
意
に
感
動

　

令
和
２
年
９
月
11
日
、
ド
ラ
ゴ
ン
ハ
ッ
ト
で
竜

王
中
学
校
輝
竜
祭
体
育
の
部
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
、
午
前
中
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
全
力
で
駆
け
る
生
徒
た
ち
の

姿
は
ま
ぶ
し
く
、
そ
の
真
剣
な
眼
差
し
や
熱
意
に

心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
生
徒
会
種
目
に

つ
い
て
、生
徒
た
ち
が
「
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」

「
接
触
し
な
い
よ
う
に
」「
短
時
間
で
終
わ
る
よ
う

に
」
と
考
え
た
の
が
「
玉
入
れ
」。
１
人
持
て
る

玉
は
３
個
の
み
、
入
ら
な
か
っ
た
玉
を
拾
う
の
は

だ
め
、
ま
た
３
個
の
内
１
個
は
色
を
変
え
て
得
点

を
２
倍
に
す
る
な
ど
ゲ
ー
ム
性
を
考
慮
し
た
ル
ー

ル
で
す
。
当
日
は
投
げ
る
間
隔
を
考
え
る
な
ど 

工
夫
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ぜひ一度！見学にお越しください
　私たちは平成25年４月に公民館写真講座で活
動を開始し、平成27年４月に「写真クラブ竜王」
を立ち上げました。活動は公民館での月１回の
月例会の他、四季を通じて日帰りの撮影会を
行っています。昨年の５月にはアグリパーク竜
王をお借りし、第１回写真展を開催させていた
だきました。短い期間ではありましたが、多数
の方に見に来ていただき感謝しております。今
年はコロナ禍のために中止しましたが、毎年写
真展を開催する予定です。
　また、町内の祭やスポーツ行事などの機会も
撮影会に取り入れており、撮影会を通じて町内
の祭、風景に感動することもあります。

　興味のある方は気軽に月例会（毎月第２金曜
日）にお越しください。お待ちしております。

　

稲
の
収
穫
も
終
わ
り
、
秋
も
深
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
こ
れ
か
ら
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
一
層
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
令
和
元
年
度
決
算

と
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
含
む
補
正
予
算

等
の
審
議
・
採
決
等
が
行
わ
れ
、
高
齢

者
や
妊
婦
の
方
、
子
ど
も
達
へ
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
も
可

決
し
ま
し
た
。
ご
利
用
い
た
だ
き
、
さ

ら
に
感
染
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
民
皆
様
に
よ
り
身
近
な
議
会
、
開

か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て
「
議
会
だ
よ

り
」
も
一
層
の
紙
面
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
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